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「⼈⼝減少時代の⽇本の競争⼒」（９年前の記事）の「⼈材育成など急務に」は今も同じ 
 
９年前の⽇本経済新聞の記事を読み返している。タイトルは「⼈⼝減少時代の⽇本の競争⼒」 
副題は「⼈材育成など急務に」である。この当時、⽇本は経済的に⾃信が持てなくなり、そ
の解決策を模索していた時期である。（リーマンショックは 2009 年に起こった） 
 
記事からポイントを拾うと、 
 世界市場での競争⼒を⾼めるには国家と企業が⼀体となった戦略が必要 
  韓国経済は「ものづくり」よりは「売れるものづくり」を志向 
  中国は国家と企業が⼀体となって世界第⼆位の経済⼤国となった 
 2050 年の⽇本の労働⼈⼝は今より 3000 満⼈少ない 5000 万⼈となる。 
 規制の強化ではなく競争⼒の強化が重要 
  競争⼒はその当事者が⾃分の⻑所を⾒つけることを可能にし、それによって⻑所を活

かした創意⼯夫も可能になる。 
 
その競争⼒の強化策として記事
が取り上げているのが、右に⽰し
た部分である。この記事が出た頃
から、理系⼈材は⼤学院修⼠課程
を修了していなければ就職でき
ないとの⾵潮になったが、これは
あくまでも⾵潮である。⼤学院修
⼠課程修了という名前ばかりを求める⾵潮のみが強くなったと感じている。 
 
⼤学院修⼠課程の修了者としての要件を満たしていること、その実⼒があることを保証す
る、教育システムそのものの変化が今の⼤学に求められている。名ばかり修⼠課程修了者で
は、修⼠課程教育の２年間を単に無為に過ごしただけとなる。 
 
本⽇記したもう⼀つの次のブログより、このようなことが⾔われていたと思いだした次第
である。⽇本の現状は９年前とさして変化していないのではと感じている。 
 
苦しみ 抜い て⾝に つけ る⼀⽣ の宝  それ が⽇ 本で取 得で きるロ ンド ン⼤学 の 学 位
http://www.alchemist.jp/Blog/200113.pdf 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


